
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 施設数 棟数 

小学校 １ ４ 

中学校 １ ４ 

学校給食調理場 １ １ 

計 ３ ９ 

■背景・目的等 

横瀬町学校施設長寿命化計画 ＜概要版＞ 

■対象施設 

 横瀬町（以下、「本町」という。）では、児童・生徒一人ひとりの能力に応じた指導（個に応じた指導）

を充実させ、新たな時代に活躍できる人材育成を目指して教育活動を展開しています。 

 学校施設は、老朽化が進むにつれ、更新需要が高まる中、国や地方自治体の財政は厳しく、従来の整備

方法では対応が困難となっていく見込みです。このため、文部科学省は、全国の教育委員会に対し、2020

（令和２）年度までに公立学校施設に係る個別施設計画を策定し、学校施設の改修等について計画的に

取り組むよう求めています。 

 本町においても、今後多くの施設整備を行う必要がある一方で、人口減少や少子高齢化の進展による社

会構造の変化に伴い、財政状況はより厳しくなると予想されます。 

 こうした背景から、学校施設を可能な限り長期に使用し、施設整備に係るコストを抑制することを考慮

した学校施設の長寿命化に向けた検討を行う必要があります。 

■計画の位置づけ 

 本計画は、国の「イン

フラ長寿命化基本計

画」に規定される個

別施設計画に位置づ

けられるものです。 

■計画期間 

※ 本計画は、上位計画等の見直しや社会情勢の変化などの状況に応じて、適宜見直しを行います。 

2021（令和 3）年度から 2056（令和 38）年度までの 36 年間 

 本計画の対象施設は、本町が所有する学校教

育系施設（小学校１校、中学校１校、学校給

食調理場１箇所の計３施設）とします。 

図１ 本計画の位置づけ 



 

 

 

 

 

 

  

■学校施設の老朽化状況の実態 

■学校施設の目指すべき姿 

快適な学習環境を備えた学校施設 

安全で安心な学校施設 

効率的・効果的に持続可能な学校施設 

 教育環境に求められる機能は、時代の変化に伴い多様化します。子どもたちと教職員にとって

良好な教育環境の維持・向上を図りながら、ＩＣＴ教育を推進し、多様な学習活動のニーズに

対応できる学校施設を目指します。 

 児童生徒だけでなく、職員や地域住民の利用にも配慮して、バリアフリー化やユニバーサルデ

ザインを導入した学校施設を目指します。 

 学校施設は、子どもたちの学習の場、生活の場であることから、教育環境として安全安心が求

められます。地震に対する耐震性の確保、災害時の避難施設として充実させるとともに、老朽

化する施設の改築を進め、子どもたちに安全安心そして快適な学校施設を目指します。 

 老朽化した学校施設等の維持保全や更新等には多大な財政負担が伴います。今後の学校施設の

維持保全については、本町の財政状況を踏まえつつ、建替えと長寿命化を併用し、長寿命化を

図る施設については、ライフサイクルコストを縮減し、持続可能な学校施設を目指します。 

 建築部位、設備ごとの劣化状況について、屋根・屋上、外壁は法定点検調査結果を活用して評価を行

い、内部仕上げ、電気設備、機械設備は経過年数を基本にＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄの４段階で評価を行いまし

た。 

評価 基準

A 概ね良好

B 部分的に劣化（安全上、機能上、問題なし）

C 広範囲に劣化（安全上、機能上、不具合発生の兆し）

D

早急に対応する必要がある。
（安全上、機能上、問題あり）
（躯体の耐久性に影響を与えている）
（設備が故障し、施設運営に支障を与えている）等

評価 基準

A 20年未満

B 20年～40年

C 40年以上

D
経過年数に関わら
ず著しい劣化事象
がある場合

【屋根・屋上、外壁】 【内部仕上げ、電気設備、機械設備】 

表１ 建物の健全性及び劣化状況等の評価結果 

基準 2020

1 横瀬小学校 第２校舎 RC 3 1,386 1960 S35 60 旧 済 済 - - - - - 0 R4年度解体 ●

2 横瀬小学校 第１校舎 W 2 1,047 1933 S8 87 旧 済 済 B B B C C 66 ●

3 横瀬小学校 第３校舎 RC 4 1,468 1973 S48 47 旧 済 済 - - - - - 0 R4年度解体 ●

4 横瀬小学校 特別教室棟 S 1 432 1990 H2 30 新 B B B B B 75 R5年度解体 ●

5 横瀬中学校 校舎Ｂ棟 RC 3 1,166 1963 S38 57 旧 済 済 C C B C C 53 ●

6 横瀬中学校 屋内運動場 S 2 2,157 1972 S47 48 旧 済 済 C C B C C 53 ●

7 横瀬中学校
倉庫（旧技術科
室）

S 1 355 1977 S52 43 旧 - - C C C C C 40 ●

8 横瀬中学校 校舎Ａ棟 RC 4 2,974 1979 S54 41 旧 済 済 B B A C C 75 ●

9 学校給食調理場 調理場 S 1 808 2010 H22 10 新 B B B A A 81 ●
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建物基本情報

通し
番号

耐震安全性

階数

建築年度

施設名 建物名 構造
延床
面積
（㎡） 西暦 和暦

築年
数

構造躯体の
健全性

基準 診断 補強

：築30年以上：築50年以上
Ａ ：概ね良好

Ｂ ：部分的に劣化

Ｃ ：広範囲に劣化

Ｄ ：早急に対応する必要がある



  ■長寿命化による維持・更新コストの把握 

■学校施設整備の基本的な方針等 

【標準使用年数まで維持した場合の修繕・更新等費用〔従来型〕】 

 標準使用年数まで維持した場合の 40 年間の修繕・更新等費用の合計は、約 51.7 億円、１年間の平均

は約 1.3 億円と試算されます。 

【目標使用年数まで維持した場合の修繕・更新等費用〔長寿命化型〕】 

 長寿命化して目標使用年数まで維持した場合の 40 年間の修繕・更新等費用の合計は、約 53.5 億円、

１年間の平均は約 1.3 億円と試算されます。 

 劣化状況評価と行政政策を考慮し、長寿命化改修時期、部位別の修繕・更新時期を平準化して目標使

用年数まで維持した場合では、40 年間の修繕・更新等費用の合計は、約 44.8 億円、１年間の平均は約

1.1 億円と試算されます。 

＝ － 
〔従来型〕  

40 年間の総額 51.7 億円，

約 1.3 億円/年 

〔長寿命化型（平準化後）〕 

40 年間の総額 44.8 億円 

約 1.1 億円/年 

〔縮減額〕 

約 6.9 億円 

約 0.2 億円/年 

図２ 従来型の維持・更新コスト 図３ 長寿命化型(平準化後)の維持・更新コスト 

【学校整備の基本方針】 

基本方針１：まちの伝統を継承し、充実した学習環境の創出 

基本方針２：劣化状況を踏まえた中学校施設の規模の適正化 

基本方針３：予防保全型の維持管理と計画的な修繕・改修等の実施 

基本方針４：教育環境の充実と快適性を備え、環境にも配慮した学校づくり 

【学校施設の規模・配置計画等の方針】 

 人口の減少、少子高齢化が進む中で、子どもたちの良好な学習環境の提供を持続するため、既存の２

校（小学校１校、中学校１校）の体制を維持していきます。あわせて学校給食調理場も維持していき

ます。 



 

■長寿命化の実施計画 

■継続的運用方針 

【長寿命化及び予防保全の方針】 

 改築を前提とした老朽化対策から計画的な維持保全を行い、長寿命化を図る施設を設定し、中長期的

な維持管理等に係るトータルコストの縮減・予算の平準化を図ります。 

 長寿命化を図る施設については、大規模改造（機能回復）、長寿命化改修（機能向上）の実施により、

経年の機能や性能の劣化を抑制するとともに、省エネルギー化やバリアフリー化等の社会的要求への

対応をあわせて行います。 

 損傷や故障の発生に伴い修繕を行う「事後保全」ではなく、損傷が軽微である早期段階から予防的な

修繕等を実施することで、機能・性能の保持・回復を図る「予防保全」を導入します。 

【改修等の優先順位】 

 学校施設の改修等の

考え方は、建築年度の

古い順に劣化状況を

勘案して検討します。 

 改修等は校舎、屋内運

動場で実施すること

を基本とします。 

表２ 直近５年の実施計画 

【情報基盤の整備と活用】 

 施設の基本情報、光熱水費、修繕履歴等の情報をデータベースに整理して、一元管理することにより、

計画的かつ効率的な維持管理を推進します。 

【推進体制等の整備】 

 計画を継続的に実施するために、教育委員会を中心に関係課と連携し、全庁的な体制で取り組んでい

きます。 

 学校施設の維持管理については、各学校の職員による劣化状況調査や法定点検による報告書を活用し

て、不具合の早期発見と修繕対応を図ります。 

【推進体制等の整備】 

 計画の進捗状況を把握・評価し、状況に応

じて適切に改善を行います。 

 PDCA サイクルの考え方に基づいて計画の

推進に取り組みます。特に、計画の見直し

に際しては、長寿命化の実施状況、老朽化

の状況を評価し、再検討を行います。 
図４ PDCA サイクルに基づく計画のフォローアップ 

横瀬町学校施設長寿命化計画 令和２年１２月 

横瀬町 まち経営課 

〒368-0072 埼玉県秩父郡横瀬町大字横瀬 4545 

TEL：0494-25-0111(代) 

【学校施設の実施計画】 

 学校施設の直近５年の実施計画は、表 2のとおりです。 

学校名 事業費 学校名 事業費 学校名 事業費 学校名 事業費 学校名 事業費

新増築事業 横瀬小 706 横瀬小 491

（新築Ⅰ期） （新築Ⅱ期）

改築事業 横瀬小 98 横瀬小 15 横瀬中 38

第２第３校舎 特別教室棟 校舎B棟

解体 解体 解体

大規模改造（老朽） 横瀬小 29 横瀬中 143 横瀬小 32

第１校舎 校舎Ａ棟 第１校舎

断熱・建具 電気・機械 図書室

部位修繕 給食調理場 3 給食調理場 9

その他施設整備費 横瀬小 64 横瀬中 12

倉庫（旧技術科室）

外構整備 解体

59

R7

2021 2022 2023 2024 2025

R3 R4 R5 R6

合　計 735 735 111

施
設
整
備
費

0

事業名称

年度


